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(57)【要約】
　本発明の水生植物を利用した空気浄化及び冷房システ
ムは、四角枠の本体に中空部を形成し、上記本体の前面
部が開口された筐体と、上記筐体の前面部に備えられ、
水生植物を植栽することができるようにメッシュ網が設
けられた植生部と、上記筐体の上部に備えられ、外部の
空気を吸入して上記筐体の内部に流入し、上記植生部を
貫通して繰り返し外部に上記空気を循環させる換気ファ
ンと、上記筐体の下部に備えられ、水が収容されるよう
に内部空間が形成され上記内部空間に水中ポンプが設け
られる水槽部と、上記筐体の内部に備えられ、上記水槽
部から供給された水を上記植生部に選択的に供給する水
供給部とを含んで構成されることを特徴とする。本発明
のフレキシブルチューブを利用した動力発生装置は、円
筒状の本体が長さ方向へ延長形成され、内部に流体が流
動可能となるように中空部を形成したチューブと、上記
チューブの一端と他端とに備えられ、パイプの端部と連
結されるチューブの連結部と、上記チューブの内部に長
さ方向へ延長形成され、動力を伝達する回転軸と、上記
回転軸の同軸上に多数備えられ、上記流体の流動によっ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　四角枠の本体に中空部を形成し、上記本体の前面部が開口された筐体と、
　上記筐体の前面部に備えられ、水生植物を植栽することができるようにメッシュ網が設
けられた植生部と、
　上記筐体の上部に備えられ、外部の空気を吸入して上記筐体の内部に流入し、上記植生
部を貫通して繰り返し外部に上記空気を循環させる換気ファンと、
　上記筐体の下部に備えられ、水が収容されるように内部空間が形成され上記内部空間に
水中ポンプが設けられる水槽部と、
　上記筐体の内部に備えられ、上記水槽部から供給された水を上記植生部に選択的に供給
する水供給部とを含んで構成されることを特徴とする水生植物を利用した空気浄化及び冷
房システム。
【請求項２】
　第1項において、
　上記筐体の後面部、左・右の側面部が開口され、上記開口された部分にメッシュ網がさ
らに形成されることを特徴とする水生植物を利用した空気浄化及び冷房システム。
【請求項３】
　第1項において、
　上記換気ファンは上記筐体の上部、下部、左・右の側部のうちいずれか一つ以上に複数
個備えられることを特徴とする水生植物を利用した空気浄化及び冷房システム。
【請求項４】
　第1項において、
　上記水供給部は、上記水中ポンプによって供給される水を上記植生部の水生植物に噴射
するように上記筐体の内部に給水ラインが備えられ、上記給水ラインに設けられる給水ノ
ズルをさらに含んで構成され、
　上記給水ノズルは、上記筐体の上部、下部、左・右の側部のうちいずれか一つ以上に複
数個備えられることを特徴とする水生植物を利用した空気浄化及び冷房システム。
【請求項５】
　第1項において、
　上記水槽部の水位、温度を感知して各設定された水位と温度を維持し、上記水供給部に
選択的に供給するように制御する制御部をさらに含んで構成されることを特徴とする水生
植物を利用した空気浄化及び冷房システム。
【請求項６】
　円筒状の本体が長さ方向へ延長形成され、内部に流体が流動可能となるように中空部を
形成したチューブと、
　上記チューブの一端と他端とに備えられ、パイプの端部と連結されるチューブの連結部
と、
　上記チューブの内部に長さ方向へ延長形成され、動力を伝達する回転軸と、
　上記回転軸の同軸上に多数備えられ、上記流体の流動によって回転する回転ファンと、
　上記チューブの一側に備えられ、上記回転軸から発生する動力を伝達されて電気を生産
する発電機とを含んで構成されることを特徴とするフレキシブルチューブを利用した動力
発生装置。
【請求項７】
　第6項において、
　上記チューブと上記回転軸とはフレキシブルな材質からなることを特徴とするフレキシ
ブルチューブを利用した動力発生装置。
【請求項８】
　第6項において、
　上記回転ファンの上部と下部とにそれぞれ備えられ、上記チューブの内壁面を支持する
ように放射状に形成された支持部をさらに含んで構成されることを特徴とするフレキシブ
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ルチューブを利用した動力発生装置。
【請求項９】
　第6項において、
　上記チューブの内壁面に螺旋形部が一定の間隔で形成され、上記流体が上記チューブの
内壁面に沿って流動しながら上記回転ファンの回転力を増加させることができることを特
徴とするフレキシブルチューブを利用した動力発生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は水生植物を利用した空気浄化及び冷房システム{Air purification and air-co
nditioning systems using hydrophyte}に関するものであって、より詳しくは外部の空気
を流入して水生植物の根の間に空気が通過することで室内の温度を低減するだけでなく、
浄化された空気を提供することができる水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムに
関する。
【０００２】
　本発明はフレキシブルチューブを利用した動力発生装置{Power generator using flexi
ble tube}に関するものであって、より詳しくはパイプ端部に締結され、流体の流動によ
って発生する動力を様々な領域に提供することができるフレキシブルチューブを利用した
動力発生装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　一般的に室内の空気には生活活動によって細塵が多く含まれているだけでなく、細塵に
含まれる微生物の汚染により健康に悪影響を及ぼすことになる。
【０００４】
　このような室内の空気を浄化するためにベランダのようなビルの室内空間に庭園を造成
したり植物を育てれば情緒的豊かさを感じることができ、樹木や草花類などの植物は人体
から放出される炭酸ガスを吸収し人体に必要な酸素を排出するため、庭園で植物を多く育
てれば爽やかな空気を吸うことができるという付随効果を期待しているものの、情緒的豊
かさや審美的機能を持つことはできるが、"爽やかな空気"に対する効果はあまり大きくな
い。
【０００５】
　さらに、夏季の室内の温度調節のために蒸発された気体状態の冷媒を回収圧縮して液体
に戻す冷凍サイクルを利用したエアコンは、室内の温度を下げるための目的として吸入さ
れる空気に含まれたほこりによってエアコンの性能が低下することを防ぐためにポリプロ
ピレン(PP)樹脂繊維またはポリエチレン(PE)樹脂繊維を利用する不織布形態のフィルター
を備えており、単純にほこりを濾過するだけで脱臭性能が劣る上に耐久性に優れず、空気
の中に含まれた有害な微生物を殺菌することができないという問題点があった。
【０００６】
　日常生活での空気中の塵埃、細塵を含んだ各種浮遊物と微生物の除去は最近浮き彫りに
なった個人の健康問題において多くの関心を集めており、これを解決することで生活空間
に清潔な空気を提供し、人類の健康のために各種の空気浄化装置を備えたエアコンの開発
と設置が持続的に増加しているが、現在までに開発され使用されている空気浄化装置は、
単純な固体粒子上の塵埃を除去したり悪臭又は有害ガスを除去するための目的として開発
され使用されているので粒径がミクロン単位の汚染物質は実質的に除去されないだけでな
く、空気中の各種の細菌を除去するためにはコストの高い設備をさらに導入しなければな
らなかったため現実性に欠ける問題が指摘されているので、このような問題を解決するこ
とができるエアコンの開発が求められた。
【０００７】
　このような実情に基づいて開発されている従来の技術としては次のように開示されてい
る。
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【０００８】
　韓国登録特許第 10-0955369号の‘植物性抽出液を濾過液として利用した空気浄化エア
コン'では粘性の高い植物性抽出液を濾過液として使用し、強制流入された空気を滅菌過
程を経た後、微細な気泡に分散して濾過液を通過させて空気中の細塵、各種の重金属成分
及び有害ガスなどを完璧に濾過液で吸収して排出することができる植物性抽出液を濾過液
として利用した空気浄化エアコンに関する。
【０００９】
　上記の従来技術は蒸発器、圧縮機、凝縮器、送風機を別々に具備し、空気を吸入する1
次フィルター部を通して外部の空気を吸入し、濾過液の内部で下部から流入された空気が
微細な気泡に分散し、濾過液を通過した気泡の飛散を防ぐ2次フィルター部を通過し、水
分を取り除くための水分吸収フィルターを経て浄化された空気を外部へ排出させる 3次フ
ィルター部を含んで構成されることによって外部の空気浄化装置的構成が複雑になる問題
点がある。
【００１０】
　そして、若干の粘度と共にべたつく性質を持つ植物性濾過液を使用することにより、漏
水時に装置的汚染が発生する問題がある。
【００１１】
　一般的に流動動力発電機は、流体の流れによって生成された流動をタービンの回転エネ
ルギーに変換する。上記タービンは通常的に発電機へ連結され、発電機でタービンの回転
力は発電機のローター(rotor)に回転力として作用する。
【００１２】
　発電機ローターの回転は発電機を活性化させる。しかし、このような技術で使用された
既存の発電機は限られた領域でのみ使用可能であり、設置費用が高い。
【００１３】
　さらに、既存の発電機はエネルギーを発生させる能力が最大化されることはない。
【００１４】
　従って、追加費用及びどの領域にでも適用可能であり、生産されるエネルギー量を極大
化しつつ電気を生産するための装置及び方法が求められる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明は外部の空気を流入して水生植物の根の間に空気が通過することで室内の温度を
低減するだけでなく、浄化された空気を提供することができる水生植物を利用した空気浄
化及び冷房システムを提供する。
【００１６】
　本発明は水槽内に収容された水を閉サイクル構造に循環させることによって水の無駄遣
いを防ぎ、リサイクル可能な水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムを提供する。
【００１７】
　本発明は単純な構造として設置場所の環境によって製品のサイズ及び形状を多様化する
ことができる水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムを提供する。
【００１８】
　本発明は設置場所に対する快適な環境を提供するように、多様な水生植物が栽培可能で
あり、植物栽培の活用性を高めることができる水生植物を利用した空気浄化及び冷房シス
テムを提供する。
【００１９】
　本発明は内部に流体が流入されて流動しながら回転ファンを回転させ、同軸に連結され
た多数の回転ファンが同時に回転しながら発生する動力を通じて電気を発生させることが
できるフレキシブルチューブを利用した動力発生装置を提供する。
【００２０】
　本発明はフレキシブルな材質からなり、直線、曲線及び自由領域で適用できるフレキシ
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ブルチューブを利用した動力発生装置を提供する。
【００２１】
　本発明は単純な構造として既存のパイプに適用可能であり、環境によって製品のサイズ
及び形状を多様化することができるフレキシブルチューブを利用した動力発生装置を提供
する。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明の一実施例による水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムは、四角枠の本
体に中空部を形成し、上記本体の前面部が開口された筐体と、上記筐体の前面部に備えら
れ、水生植物を植栽することができるようにメッシュ網が設けられた植生部と、上記筐体
の上部に備えられ、外部の空気を吸入して上記筐体の内部に流入し、上記植生部を貫通し
て繰り返し外部に上記空気を循環させる換気ファンと、上記筐体の下部に備えられ、水が
収容されるように内部空間が形成され上記内部空間に水中ポンプが設けられる水槽部と、
上記筐体の内部に備えられ、上記水槽部から供給された水を上記植生部に選択的に供給す
る水供給部とを含んで構成されることを特徴とする。
【００２３】
　本発明の他の実施例による水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムは、上記筐体
の後面部、左・右の側面部が開口され、上記開口された部分にメッシュ網がさらに形成さ
れることを特徴とする。
【００２４】
　本発明の他の実施例による水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムは、上記換気
ファンが上記筐体の上部、下部、左・右の側部のうちいずれか一つ以上に複数個備えられ
ることを特徴とする。
【００２５】
　本発明の他の実施例による水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムで上記水供給
部は、上記水中ポンプによって供給される水を上記植生部の水生植物に噴射するように上
記筐体の内部に給水ラインが備えられ、上記給水ラインの端部に設けられる給水ノズルを
さらに含んで構成され、上記給水ノズルは、上記筐体の上部、下部、左・右の側部のうち
いずれか一つ以上に複数個備えられることを特徴とする。
【００２６】
　本発明の他の実施例による水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムは、上記水槽
部の水位、温度を感知して各設定された水位と温度を維持し、上記水供給部に選択的に供
給するように制御する制御部をさらに含んで構成されることを特徴とする。
【００２７】
　本発明の一実施例によるフレキシブルチューブを利用した動力発生装置は、円筒状の本
体が長さ方向へ延長形成され、内部に流体が流動可能となるように中空部を形成したチュ
ーブと上記チューブの一端と他端とに備えられ、パイプの端部と連結されるチューブの連
結部と上記チューブの内部に長さ方向へ延長形成され、動力を伝達する回転軸と上記回転
軸の同軸上に多数備えられ、上記流体の流動によって回転する回転ファンと上記チューブ
の一側に備えられ、上記回転軸から発生する動力を伝達されて電気を生産する発電機とを
含んで構成されることを特徴とする。
【００２８】
　本発明の一実施例によるフレキシブルチューブを利用した動力発生装置で上記チューブ
と上記回転軸とはフレキシブルな材質からなることを特徴とする。
【００２９】
　本発明の一実施例によるフレキシブルチューブを利用した動力発生装置で上記回転ファ
ンの上部と下部とにそれぞれ備えられ、上記チューブの内壁面を支持するように放射状に
形成された支持部をさらに含んで構成されることを特徴とする。
【００３０】
　本発明の一実施例によるフレキシブルチューブを利用した動力発生装置で上記チューブ
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の内壁面に螺旋形部が一定の間隔で形成され、上記流体が上記チューブの内壁面に沿って
流動しながら上記回転ファンの回転力を増加させることができることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明の一実施例によれば、外部の空気を流入して水生植物の根の間に空気が通過する
ことで室内の温度を低減するだけでなく、浄化された空気を提供することができる効果が
ある。
【００３２】
　本発明の一実施例によれば、水槽内に収容された水を閉サイクル構造に循環させること
によって水の無駄遣いを防ぎ、リサイクルできる効果がある。
【００３３】
　本発明の一実施例によれば、単純な構造として設置場所の環境によって製品のサイズ及
び形状を多様化することができる効果がある。
【００３４】
　本発明の一実施例によれば、設置場所に対する快適な環境を提供するように、多様な水
生植物が栽培可能であり、植物栽培の活用性を高めることができる効果がある。
【００３５】
　本発明の一実施例によれば、内部に流体が流入されて流動しながら回転ファンを回転さ
せ、同軸に連結された多数の回転ファンが同時に回転しながら動力が増加し、発電機の効
率を向上させることができる効果がある。
【００３６】
　本発明の一実施例によれば、フレキシブルな材質からなり、直線、曲線及び自由領域に
でも動力を発生させることができる効果がある。
【００３７】
　本発明の一実施例によれば、単純な構造として既存のパイプに容易に結合され、環境に
よって製品のサイズ及び形状を多様化することができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の一実施例による水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムの構成を
示した斜視図。
【図２】本発明の一実施例による水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムの構成を
示した断面図。
【図３】本発明の一実施例による水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムの構成を
示した側断面図。
【図４】本発明の他の実施例による水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムの構成
を示した斜視図。
【図５】本発明の一実施例によるフレキシブルチューブを利用した動力発生装置の構成を
示した正断面図 。
【図６】本発明の一実施例によるフレキシブルチューブを利用した動力発生装置の構成を
示した平断面図。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　以下、添付の図面に記載された内容を参照して本発明の実施例を詳細に説明する。但し
、本発明が実施例によって制限されたり限定される訳ではない。各図面に示された同一の
参照符号は同一の部材を示す。
【００４０】
　図 1は、本発明の一実施例による水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムの構成
を示した斜視図、図 2は、本発明の一実施例による水生植物を利用した空気浄化及び冷房
システムの構成を示した断面図、図 3は、本発明の一実施例による水生植物を利用した空
気浄化及び冷房システムの構成を示した側断面図。図 4は、本発明の他の実施例による水
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生植物を利用した空気浄化及び冷房システムの構成を示した斜視図である。
【００４１】
　図 1 を参照すれば、本発明の一実施例による水生植物を利用した空気浄化及び冷房シ
ステムは四角枠の本体を形成した筐体(10)と、水生植物を植栽できるメッシュ網が設けら
れた植生部(11)と、外部の空気を吸入する換気ファン(12)と、水が収容される水槽部(20)
と、上記水を上記植生部(11)に供給する水供給部(22)とを含んで構成することができる。
【００４２】
　筐体(10)は四角枠の形状であって、本体の内部に中空部を形成する。上記筐体(10)の本
体前面部が開口され、上記開口された部分に下記で説明する植生部(11)が備えられる。上
記筐体(10)は、それぞれの附属装置を支持する役割を果たす。
【００４３】
　上記筐体(10)の外部形状は四角、三角、球の形状などで種々の設計変更を行うことがで
きる。
【００４４】
　植生部(11)は、上記筐体(10)の開口された前面部を遮蔽するように備えられる。上記植
生部(11)は、格子型またはジグザグ型のメッシュ網が設けられ、上記メッシュ網に水生植
物を植栽することができる。上記水生植物は、根と根が相互に絡み合いながら上記メッシ
ュ網の表面に沿って成長する。
【００４５】
　一般的に水生植物及び野花などのような陽性植物は、太陽の直射日光下のような十分な
光条件で順調に生育するが弱光条件では生育が悪化または不可能となる。 
【００４６】
　このような陽性植物の中で特にハーブ(Herb)は地球上に自生する植物であって、香を持
ち、種子と花、葉、茎、根などを薬用と芳香剤として利用することによって人間の生活に
役立つ植物であり、ハーブの葉や花、茎などを乾燥させて飾りとして家のあらゆるところ
にかけておく場合、ほのかなハーブの天然の香りによって室内の空気が爽やかで良い香り
がするので、脳を刺激し緊張と疲れを解してくれるだけでなく、 認知症の予防、記憶力
の増進、ストレス解消、風邪予防、鎮痛、消炎、止血など多様な分野で幅広く活用されて
いる植物である。
【００４７】
　上記植生部(11)は、上記のような水生植物を多様に植栽して栽培できるように支持枠の
役割を果たす。
【００４８】
　換気ファン(12)は、上記筐体(10)の上部に複数個連続的に備えられる。上記換気ファン
(12)は、外部の空気及び細塵を吸入して上記筐体(10)の内部に流入するように誘導する。
流入された空気は上記植生部(11)の水生植物の根の間を通過しながら上記細塵はフィルタ
リングされ、浄化された空気が外部へ排出されて室内の温度を低減する役割を果たす。
【００４９】
　水槽部(20)は直方体形状であって、内部に水が収容されるように空間が形成され、 上
記筐体(10)の下部に備えられる。上記水槽部(20)の内部空間に水中ポンプ(21)がさらに備
えられ、上記水槽部(20)の水をポンプ力を利用し吸い上げることによって上記植生部(11)
の水生植物に供給する役割を果たす。上記水槽部(20)は上記筐体(10)の外面を囲むように
形成され、上記植生部(11)に供給された水が繰り返し水槽の内部に流入されて上記水が循
環できるようにすると同時に外部に飛散されないようにするためである。
【００５０】
　水供給部(22)は、上記筐体(10)の内部に備えられる。上記水供給部(22)は、上記植生部
(11)側に水の供給経路を提供する給水ライン(23)と、上記給水ライン(23)を通して上記植
生部(11)の水生植物に水を噴射するように上記給水ライン(23)の端部に設けられる給水ノ
ズル(24)とで構成される。
【００５１】
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　具体的に、上記水供給部(22)は上記筐体(10)の上部側に備えることができ、上記水槽ポ
ンプのポンプ力によって供給される水が上記給水ライン(23)に沿って上記噴射ノズルを通
し上記植生部(11)の上端部に噴射され、上記植生部(11)の上端部から下端部まで水が下降
することにより全体的に水を供給できる役割を果たす。
【００５２】
　上記水槽部(20)の一側に制御部(30)がさらに備えられる。上記制御部(30)は、上記水槽
部(20)の水位、温度を感知して各設定された水位と温度とを維持し、上記水供給部(22)に
選択的に水を供給するように制御する役割を果たす。
【００５３】
　上記制御部(30)は、上記水槽部(20)の水位を調節する水位センサー及び温度を調節する
温度センサーを含んで構成することができ、上記水位センサー及び温度センサーは上記水
槽部(20)の水位及び温度を測定して感知信号に出力させ、設定された水位及び温度を使用
者が操作できるようにリモコン、スイッチなどの多様な形態で構成することができる。
【００５４】
　上記制御部(30)は、リモコン、スイッチなどの操作信号で機能設定及び上記換気ファン
(12)、上記水中ポンプ(21)、上記水供給部(22)などをそれぞれ制御することができる。
【００５５】
　図 3を参照すれば、上記筐体の内部に冷却モジュール(13)をさらに備えることができる
。
【００５６】
　上記冷却モジュール(13)は板状の熱電半導体素子で構成され、直流電流を供給すれば一
側面は吸熱(冷却)され、他側面は発熱するように構成される。上記他側面の一側に発熱し
た空気を放出するために放熱板または冷却ファンを設けて上記発熱した空気の温度を低減
し上記筐体(10)の上端部に形成された放出口(14)を通して外部へ繰り返し放出するように
構成される。
【００５７】
　上記冷却モジュール(13)の位置は上記一側面の吸熱部(13a)を上記植生部(11)に向けて
配置し、上記換気ファン(12)から流入される空気が上記吸熱部(13a)を通して冷却され、
繰り返し上記植生部(11)を通して外部へ排出されるようにする。
【００５８】
　さらに、上記冷却モジュール(13)の位置を変更して上記他側面の発熱部(13b)を上記植
生部(11)に向けて配置すれば暖房効果を持つことができ、上記冷却モジュール(13)の位置
を変更する方法以外にも電流の極性を変えれば、上記吸熱部(13a)は発熱部に、上記発熱
部(13b)は吸熱部に互いに変わる特性を利用して構成することもできる。
【００５９】
　上記冷却モジュール(13)は吸熱及び発熱の構成であって、冷・暖房の効率を増加させる
役割を果たす。
【００６０】
　本発明の他の実施例による水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムは図 4に示さ
れたように、上記筐体(110)の前面部だけでなく後面部、左・右の側面部を含んで上記筐
体(110)の全体が開口され、上記開口された部分にメッシュ網(111)がさらに形成され、空
気浄化及び室内の温度低減の効率をさらに増大させることができる。
【００６１】
　そして、上記換気ファン(112)は、外部空気の流入と排出を容易にするために上記筐体(
110)の上部、下部及び左・右の側部のうちいずれか一つ以上に複数個備えることができる
。上記筐体(110)の上部及び下部または左・右の側部に複数個連続的に備えることができ
、上記筐体(110)の上部及び下部、上部及び左・右の側部、下部及び左・右の側部などで
複数個が組み合わせられ備えることができる。
【００６２】
　上記換気ファン(112)の設置位置と設置個数は、空気流入の効率によって多様に設計変
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更可能である。
【００６３】
　また、上記給水ノズル(124)は、上記筐体(110)の上部、下部、左・右の側部のうちいず
れか一つ以上に複数個備えることができる。上記給水ノズル(124)が上記筐体(110)各々の
位置で一つ以上組み合わせられ、上記植生部に水が供給されなかった細部領域にまで均等
に水を供給することができる。
【００６４】
　このような本発明による水生植物を利用した空気浄化及び冷房システムの作用を図 1 
ないし図 2を参照して説明する。
【００６５】
　換気ファン(12)の駆動によって外部の空気が筐体(10)の内部に流入される。流入された
空気は、上記冷却モジュール(13)の吸熱部(13a)によって冷却された空気が上記筐体(10)
のメッシュ網に植栽された植生部(11)の水生植物の根の間を貫通することになって上記空
気中の細塵はフィルタリングされ、上記空気は上記水生植物によって浄化された空気が繰
り返し外部へ排出される。
【００６６】
　逆に、上記冷却モジュール(13)の位置を変更したり、電流の極性を変更することで 上
記冷却モジュール(13)の発熱部(13b)により熱い空気が上記植生部(11)を通して外部へ排
出されることによって暖房の効果が得られる。
【００６７】
　一方、制御部(30)は、水位センサー及び温度センサーを通して既設定又は使用者によっ
て設定された水位及び温度を維持するようにし、換気ファン(12)の動作及び水供給部(22)
に供給される水の量も制御することができる。
【００６８】
　水槽部(20)の水を上記水供給部(22)を通して上記植生部(11)の水生植物に供給し、 上
記植生部(11)を通過した水は繰り返し水槽部(20)に流入され、上記水槽部(20)に収容され
た水を閉サイクル構造に循環させることによって水の無駄遣いを最小化することができる
。
【００６９】
　本発明の実施例によれば、単純な構造として設置場所の環境によって製品のサイズ及び
形状を多様化し、設置場所に対する快適な環境を提供するように、多様な水生植物が栽培
可能であり、植物栽培の活用性を高めることができる効果がある。
【００７０】
　以下、添付の図面に記載された内容を参照して本発明の実施例を詳細に説明する。但し
、本発明が実施例によって制限されたり限定される訳ではない。各図面に示された同一の
参照符号は同一の部材を示す。
【００７１】
　図1は、本発明の一実施例によるフレキシブルチューブを利用した動力発生装置の構成
を示した正断面図、図2は、本発明の一実施例によるフレキシブルチューブを利用した動
力発生装置の構成を示した平断面図である。
【００７２】
　図1ないし図2を参照すると、本発明の一実施例によるフレキシブルチューブを利用した
動力発生装置は流体の流動通路であるチューブ(10)と、パイプの端部と連結されるチュー
ブの連結部(11)と、動力を伝達する回転軸(12)と、上記流体の流動によって回転する回転
ファン(13)と、電気を生産する発電機(14)とを含んで構成することができる。
【００７３】
　チューブ(10)は円筒状の本体が長さ方向へ延長形成される。上記本体の内部に流体が流
動可能となるように中空部が形成される。上記チューブ(10)は既存のパイプに設けられ、
流動する流体を流入できるように上記本体の一端と他端とにチューブの連結部(11)がそれ
ぞれ形成される。
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【００７４】
　上記チューブ連結部(11)は、上記パイプと接続可能な様々な形態(ねじ締結、差込み締
結など)で設計変更可能である。
【００７５】
　上記チューブ(10)はフレキシブルな材質からなり、上記本体が選択的に変形可能である
ので、直線、曲線及び自由領域にでも上記流体の流れを制御することができる通路の役割
を果たす。
【００７６】
　回転軸(12)は、上記チューブ(10)の内部に備えられる。上記回転軸(12)は、上記チュー
ブ(10)の長さ方向へ延長形成され、上記チューブ(10)の中心軸線上に配置される。上記流
体が上記チューブ(10)の内部に流入されて一方向に流動する場合、下記で説明される回転
ファン(13)が回転するようになり、上記回転軸(12)も同時に回転するようになる。
【００７７】
　上記回転軸(12)は、上記チューブ(10)と同様にフレキシブルな材質からなり、上記チュ
ーブ(10)と対応して選択的に変形可能であるので、直線、曲線及び自由領域などのいかな
る領域にでも上記流体の流動時には回転動力を発生させることができる。
【００７８】
　さらに、上記回転軸(12)は、回転ファン(13)を支持する役割をすると同時に多数の回転
ファン(13)に回転力を伝達する役割をも果たす。
【００７９】
　回転ファン(13)は、上記回転軸(12)の同軸上に多数備えられる。上記回転ファン(13)は
、上記チューブ(10)の内部に流入される上記流体の流動によって回転するようになる。上
記チューブ(10)の上端に位置している上記回転ファン(13)のうちいずれか一つが上記流体
の流動によって回転しながら上記回転軸(12)を回転させると同時に上記回転軸(12)の下端
部に一定の間隔で多数備えられた他の回転ファン(13)も回転するようになる。上記回転フ
ァン(13)は、上記回転軸(12)と共に回転動力を発生させる役割を果たす。
【００８０】
　支持部(15)は、上記チューブ(10)の内部に備えられる。上記支持部(15)は、上記回転軸
(12)を基準として複数の支持枠が放射状に形成され、上記チューブ(10)の内壁面を支持さ
せる。そして、上記回転ファン(13)の上部と下部とにそれぞれ備えられ、上記支持部(15)
が設けられた位置では上記チューブ(10)の内壁面を支持することで上記チューブ(10)が流
動時にも上記チューブ(10)と回転軸(12)の変形が発生しないので、上記回転ファン(13)が
上記チューブ(10)と接触するなどの干渉を防止することができる。
【００８１】
　螺旋形部(16)は、上記チューブ(10)の内壁面に一定の間隔で形成される。上記螺旋形部
(16)は、上記回転ファン(13)が備えられた位置に対応するように備えられ、上記流体が上
記チューブ(10)の内壁面に沿って流動しながら上記流体の速度を増加させることで、上記
回転ファン(13)の回転力をさらに増加させることができる。
【００８２】
　発電機(14)は、上記チューブ(10)の一側に備えられる。上記発電機(14)は、上記回転軸
(12)と接続されて上記回転軸(12)から発生する回転動力を伝達されて電気を生産する。上
記発電機(14)から生産した電気はモーター及び様々な製品の電源として使用可能であり、
上記回転軸(12)の回転動力で電気を生産するだけでなく、生産した電気を保存できるよう
内部に保存装置をさらに備えて電気の使用効率を増加させることができる。
【００８３】
　上記のような構成を持つフレキシブルチューブを利用した動力発生装置は、作用につい
て下記のように説明する。
【００８４】
　パイプに緊密に連結されたチューブ(10)に流体を供給する。上記流体は上記チューブ(1
0)に沿って一方向に流動するようになって、上記チューブ(10)の内部に備えられた回転フ
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れ、上記流体が流れながら上記回転軸(12)の上部にある上記回転ファン(13)のうちいずれ
か一つが回転しながら上記回転軸(12)も共に回転するようになる。
【００８５】
　上記回転軸(12)の回転によって同軸に備えられた残りの他の回転ファン(13)も同時に回
転するようになり、上記流体の流動によって回転力をさらに付加することができる。
【００８６】
　そして、上記チューブ(10)の内壁面に螺旋形部(16)が形成され、上記チューブ(10)の内
壁面に沿って上記流体が流動しながら流動速度が増加され、増加する流動速度によって上
記回転ファン(13)の速度も増加させることができる。
【００８７】
　従って、一つの回転ファン(13)の動作だけでも多数の回転ファン(13)が同時に駆動でき
るので発電効率を増加させることができる。
【００８８】
　さらに、上記チューブ(10)と、上記チューブ(10)内に連結される回転軸(12)とがフレキ
シブルな材質からなり、直線、曲線又は自由領域のどこにでも動力を発生させることがで
き、上記チューブ(10)内に上記チューブ(10)の内壁面を支持するための支持部(15)が備え
られ、上記チューブ(10)の変形時にも上記回転ファン(13)の駆動を干渉することなく動力
を発生させることができる。
【００８９】
　また、単純な構造として既存のパイプに容易に結合され、作業環境によってサイズ及び
形状を多様化することができる。
【００９０】
　以上で、本発明の実施例はたとえ限られた実施例と図面によって説明されたとしても、
本発明の実施例は上記説明された実施例に限定されるのではなく、これは本発明の属する
分野における通常の知識を有する者であればこのような記載から多様な修正及び変形が可
能である。したがって、本発明の実施例は、下記に記載した特許請求の範囲によってのみ
把握されなければならず、その均等または等価的変形の全ては本発明思想の範疇に属する
といえる。
【産業上の利用可能性】
【００９１】
　本発明の一実施例によれば、外部の空気を流入して水生植物の根の間に空気が通過する
ことで室内の温度を低減するだけでなく、浄化された空気を提供することができる利点が
あり、本発明の一実施例によれば、内部に流体が流入されて流動しながら回転ファンを回
転させ、同軸に連結された多数の回転ファンが同時に回転しながら動力が増加することで
発電機の効率を向上させることができる利点がある。
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【図１】
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【図３】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月10日(2014.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円筒状の本体が長さ方向へ延長形成され、内部に流体が流動可能となるように中空部を
形成したチューブと、
　上記チューブの一端と他端とに備えられ、パイプの端部と連結されるチューブの連結部
と、
　上記チューブの内部に長さ方向へ延長形成され、動力を伝達する回転軸と、
　上記回転軸の同軸上に多数備えられ、上記流体の流動によって回転する回転ファンと、
　上記チューブの一側に備えられ、上記回転軸から発生する動力を伝達されて電気を生産
する発電機とを含んで構成されることを特徴とするフレキシブルチューブを利用した動力
発生装置。
【請求項２】
　上記チューブと上記回転軸とはフレキシブルな材質からなることを特徴とする請求項１
に記載のフレキシブルチューブを利用した動力発生装置。
【請求項３】
　上記回転ファンの上部と下部とにそれぞれ備えられ、上記チューブの内壁面を支持する
ように放射状に形成された支持部をさらに含んで構成されることを特徴とする請求項１に
記載のフレキシブルチューブを利用した動力発生装置。
【請求項４】
　上記チューブの内壁面に螺旋形部が一定の間隔で形成され、上記流体が上記チューブの
内壁面に沿って流動しながら上記回転ファンの回転力を増加させることができることを特
徴とする請求項１に記載のフレキシブルチューブを利用した動力発生装置。
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【要約の続き】
て回転する回転ファンと、上記チューブの一側に備えられ、上記回転軸から発生する動力を伝達されて電気を生産す
る発電機とを含んで構成されることを特徴とする。
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